
        
            
                
            
        

    
学園のアイドル＆水泳部のエース、百合園薫（ゆりぞのかおる）の秘密がバレた!? 

榎本成太（えもとなりた）。彼に口止めするために薫が考えた作戦とは？ 

突飛（とっぴ）なヒラメキから始まる、激写ナイチチ純愛ストーリー！ 

 

「そうだ！　彼を下僕（げぼく）にしよう！」

  





  本書は、縦組みでレイアウトされています。 

  ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。 

  また、文中の敬称は省略させていただきました。 

  ご了承ください。
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　「そのカメラ、渡してください。メモリーを消去します」 

　彼らがじりじりと後ずさったぶん、私は距離をつめていく。 

　「百合園さん。やめてよっ。危ないよっ」 

　「がんばれっ、薫さんっ」 

　部員たちが大声で応援する。ピピーと笛の音が響いたのは、ちょうど席を外していたコーチが戻ってきたのだろう。 

　まるで笛の音を合図にしたように、彼らが私に背中を向けて逃げ出した。 

　追いかけようとしたとき、私の前に虹が出た。 

　水滴が空から光の粒子を振りまきながら落ちてきて、小さな虹を形作ったのだ。それは見とれるぐらい美しくて、私は立ち止まり空を見上げた。 

　「うわぁああっ、な、何てことをしやがるっ！」 

　「カメラが濡れるっ！」 

　「うわーっ。写真がダメになるぅ～」 

　同好会の連中は、立ち止まってカバンを探り、カメラをチェックしはじめた。 

　振り返ると、プールサイドの榎本くんが、ホースの口を指先でつぶして、私たちに向けて放水しているところだった。 

　ホースから出た水は、綺麗な放物線を描きながら、私と男子生徒の頭上へと降り注いでいた。 

　「百合園さんっ！」 

　榎本くんは、フェンスに走り寄ると、ミネラルウォーターのペットボトルを私に向かって投げつけた。 

　「はいっ」 

　私は空中でボトルをキャッチし、一瞬の動作でフタを開く。そして、カメラ小僧が大事そうに抱えているカメラに向かってドボドボと掛けてやった。 

　「うあわああああぁあっ!!」 

　ここまでやったらカメラもメモリーもおしゃかになるに違いない。 

　「二度としないでくださいね」 

　私は低い声で言いながら、笑顔の形に口角を上げた。 

　こんなにも美しい私が笑顔を向けてやったのに、連中は私が怖いらしく、泣きそうな顔をしている。 

　榎本くんは、プールへと戻ってきた私を見て、にまにまと笑った。いたずらを成功させた子供のような顔をしている。 

　私はベストタイムを出したときのように、手を軽く掲げ、彼の手のひらに打ち付けた。 

　「すごいですねー。百合園さん」 

　榎本くんののほほんとした雰囲気に、奮い立っていた気持ちがぬぐい去ったように消えていく。 

　――ありがとう。榎本くんのおかげよ。 

　お礼を言おうとしたが、言葉が出て来ない。 

　口ごもっていたとき、女子部員たちが寄ってきた。私の水着の肩と、榎本くんの背中をバンバン叩きながら、興奮気味に話す。 

　「ありがとう。榎本くん。助かっちゃった」 

　「薫。ごめんね。危ないことさせちゃって」 

　「すごい顔をして追っかけていくんだもの。びっくりしちゃった」 

　「ざまあみろよぉっ。あいつらって、何度言っても聞かないんだからっ」 

　「いやー、えっとー、僕はそのう、水泳部の専属カメラマンですから、当然のことをしたまでですよ」 

　水着の女子部員たちに囲まれた榎本くんは、目のやり場に困ったというふうに視線をさまよわせながら、ぽりぽりと頭を掻く。 

　その光景を見ていると、まるで苦い粒でもかみ砕いたように、ムカムカが胸の奥に広がった。 

　私はイライラする気持ちのままに言い放った。 

　「君は水泳部の専属じゃなくて、私の専属カメラマンでしょっ!?」 

　部のみんなが黙り込んだ。さっきまで大騒ぎをしていから、その沈黙はあまりに深く、私を怯（おび）えさせた。 

　「薫と榎本くんってどういう関係なの？」 

　「まさかボーイフレンドとかじゃないわよね」 

　先輩達が、意外さを隠しきれない様子で聞く。 

　それは晴天の霹靂（へきれき）だった。榎本くんが私のボーイフレンド？　なんでそんな話の流れになるのかわからない。 

　「まさか、違うわよ。百合園さんと榎本くんじゃ、女王様と下僕って感じじゃない？」 

　「でもお似合いだと思うなぁ。だって、百合園さん、榎本くんと一緒にいるときって、すごく楽しそうだもの」 

　「それで榎本くんをカメラ担当に推薦したのね。女子水泳部のホームページは欲しかったから渡りに舟だったのだけど、なんで榎本くんなのかなって思っていたのよ。そうかぁ。ボーイフレンドだったのね」 

　コーチまでもが言い出して、侃々諤々（かんかんがくがく）の騒ぎになった。 

　私は慌てた。なんということになってしまったのだろう。こんな調子だと榎本くんと公認の仲にされてしまいそうだ。 

　「ち、違いますっ！　私、ちゃんと説明したじゃないですか!?　父の会社がやったネットの写真コンテストで、榎本くんが受賞一歩手前まで行ったんです。だから彼ならいい写真を撮れるって」 

　「僕、そんなの応募してないです」 

　私が一生懸命にした言い訳を、榎本くんはあっさりと否定した。 

　しれっとした表情を見ていると殴ってやりたくなってしまったが、胸の前で拳を握りしめ、一生懸命に自重する。 

　「か、勝手なことは言わないでちょうだいっ!!」 

　部活の仲間や先輩は、怒りの波動を発しながらワナワナと震える私に、とまどった視線を向けている。 

　演技でつくりあげた私のイメージと、あまりにもかけ離れた言動に驚いているらしい。 

　――やばいっ。 

　私は慌てた。どうやって取りつくろえばいいのだろう。 

　なのに榎本くんは、バカじゃないのかとばかりにニコニコしている。 

　――ああ、もう、ムカムカするっ！ 

　気分までも悪くなる。 

　「失礼しますっ！」 

　私は身体を翻すと、更衣室に向かって走り出した。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　――もうっ、もうっ、あいつが私のボーイフレンドですってっ!?　そんなことあるわけないじゃないっ！　なんでこうなっちゃうのかしらぁっ！ 

　更衣室で水着を脱ぎ、制服に着替える間も、いらだちはおさまらなかった。なんで演技ができないのだろう。生粋のお嬢様、学園のアイドルを演じることは、私にはたやすかったはずなのに。 

　――薫にはお芝居の才能はぜんぜんないわ。 

　そんなことはないはずだ。だって私は、入学してたったの三ヶ月半で、学園のアイドルにのしあがった。 

　着替えているとき、何かの気配を感じたような気がしたが、意識する余裕はない。 

　私はシャワーも浴びず制服のネクタイを乱雑に結ぶと、スポーツバッグを肩から下げて帰途についた。 

　――ああ、暑い。暑いなぁ。 

　「百合園さーんっ。一緒に帰りましょうよー。写真撮らせてくださいよー」 

　プールサイドの榎本くんが、校門へと急ぐ私を見付けてぶんぶんと手を振った。 

　部員たちが、私と榎本くんを見比べて笑っている。くすくすという笑い声さえ聞こえるような気がした。 

　私はぷいと顔を逸らすと走り出した。水泳のあとで疲れているのか、興奮のしすぎなのか、足がもつれて思うように走れない。 

　――えっ。や、やだっ。なんで道に弾力性があるの……。 

　校門を出たところで、アスファルト道路がトランポリンに変化した。 

　視界が歪みながら回り出し、血の気が引いて周囲一帯が銀色に染まる。 

　――うわ、道に弾力性がある。貧血かな。気持ち悪い。吐きそう……。 

　私はその場に膝（ひざ）を折った……つもりだったが、身体を起こしていることができず、崩れ落ちてしまった。 

　なんでこんなに地面って暑いのだろう。頬が火傷しそうだ。もしも私の美貌が損なわれたら、日本道路公団（でいいのだろうか？）を訴えてやろう。それは世界的な損失だから。 

　「うわ、わわわっ、百合園さんっ！　大丈夫ですかっ」 

　榎本くんが声が聞こえてきたが、私は何もかもおっくうで、フライパンみたいなアスファルト道路に身体を預けていた。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　目を開くと、見慣れた天井が見えた。 

　私は自分の部屋の私のベッドに横になっていた。 

　空調が利いていて快適だ。散らかり具合がほど良くて、落ち着く空気に充ちている。 

　私は夏掛けを身体に巻き付けてゴロゴロした。スカートに手を入れて太ももをポリポリと掻く。 

　まだはっきりとは覚醒できず、ベッドの横にいる人影に話しかけた。 

　「お母さん。私、麦茶が飲みたいな……」 

　母と一緒に料理を作っている夢を見た。すごく楽しい夢だった。このまま夢の世界にひたっていたい。 

　「どうぞ」 

　はっとして上半身を起こすと、麦茶を入れたコップが突き出されていた。榎本くんがベッドの横に立っている。 

　ペットボトルとかではなく、使い慣れたコップになみなみと入っている。キッチンまで行って、冷蔵庫の麦茶を汲んで戻ってきたらしかった。 

　「あ、ありがとう。うれしい。頂きます」 

　受け取って麦茶を一気飲みし、カラッポになったコップを榎本くんに返す。 

　彼は、受け取ったコップをどこに置こうかというふうにきょろきょろした。 

　足の踏み場もないほどの散らかりようを非難された気分になり、かっとなった。 

　学園でアイドルを演じているぶん、部屋の中ではとことん怠惰に過ごしてしまう。 

　私は高校デビューしてからずっと、誰にもばれずに学園のアイドルを演じてきた。 

　なのに、散らかり放題のこの部屋を見られたばかりか、太ももを掻いているところや、涎を垂らして寝ている顔、寝言を言いながら、にへらにへら笑っているところを見られたのだ。 

　私は慌てて立ち上がった。夏掛けがベッドから落ちる。 

　スカートの裾を指先で引っ張ってシワを伸ばし、腕組みをしてつんと顎を上げる。 

　「コップは椅子の上に置けばいいでしょうっ！　何か文句でもあるっ!?」 

　「い、いや、その、前に来たときと、ぜんぜん違うので……」 

　「悪いっ!?　私がこれが落ち着くのよっ」 

　言い合いをしていたとき、ふいに気付いた。 

　――あれ、私、どうして部屋に戻ってきたんだっけ？ 

　私の記憶は、校門を走り出たところで途切れている。 

　ゴム粘土みたいな道路、見慣れた景色がムンクの絵のようにぐにゃっと曲がり、銀色に染まった。頬に当たるアスファルト路面は熱したフライパンみたいで、目玉焼きができそうだった。パーシーがスウェーデン語で騒いでいたのを覚えている。 

　「私、貧血を起こしたのね」 

　「そうみたいですね。貧血だから病院に行かなくていいって言ってましたよ」 

　「誰がよ？」 

　「百合園さんですよ。もしかして、タクシー代を払ったのも、門の横の機械を操作して門を開けたのも覚えていないんですか？」 

　「……」 

　私は沈黙を返した。ぜんぜん覚えていなかった。それよりも信じられないのは、この私が弱みを見せたことだった。 

　どんな顔をしていいものかわからない。怒るべきかお礼を言うべきかわからず迷っていたら、榎本くんがぼそっと言った。 

　「寝てるときの百合園さんって、橘美梨とそっくりですね」 

　心臓が躍り上がり、頭の中が沸騰した。私は否定した。 

　「あんなおばさん、どこがいいのよっ!?」 

　「えっ？　橘美梨って、二十歳（はたち）そこそこですよね。百合園さんとは姉妹みたいにそっくりですよ」 

　似ているとよく言われる。だが、姉妹みたいだと言われたのははじめてだ。 

　「いったいどこが似てるのよっ!?　似てるところなんてないじゃないっ！」 

　私と父を捨て、私に演技の才能は無いと言い切り、若い恋人と同棲している自堕落な母と私は違う。 

　榎本くんは、私の勢いに飲まれてしまったという感じで、あっけに取られた顔をしている。私はなおも言い募る。 

　「あんな人、母親なんかじゃないんだからねッ！」 

　――あっ、私っ、な、何を言ってしまったの!? 

　私は両手で口を押さえた。もう遅い。口から出た言葉を拾い集め、なかったことにするなど不可能なことだった。榎本くんは、きょとんとした表情で私を見ている。 

　私はすうと息を吸い込んでから言った。 

　「命令します。帰りなさい」 

　榎本くんは、何か言いたそうに口を開いたが、首を少し左右に振ると、何も言わずに出ていった。 

　静寂が戻った部屋に、コップがひとつ、椅子の上に置かれている。 

　ふと窓を見て気付いた。学校を出たときは三時ごろのはずだったのに、窓の外は薄暗くなっている。 

　「えっ。やだっ。今って何時よっ!?」 

　時計は午後七時を示している。 

　――ど、どうしよう。私、ありがとうって言ってないじゃないっ!? 

　私はあせった。 

　――追いかけなきゃっ……。 

　――だめよ。もう遅いわ。いまさら彼にお礼を言ってもしらじらしいだけよ。 

　床に落ちているタオルケットの影に、見慣れない本があることに気がついた。 

　「あ……」 

　夏休みの宿題の課題図書だった。榎本くんは、本を読みながら、私が起きるのを待っていてくれたのだ。 

　私は読書感想文なんてめんどくさいことはしたくなかったから、ネットであらすじを調べて、てきとうに感想をでっちあげるつもりだったが、榎本くんは律儀に本を読んでるらしい。 

　――このタオルケット、榎本くんが掛けてくれたのかな……。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　「おはようございます。百合園さん」 

　「お、おはよう……」 

　昨日あんなことがあったのに、榎本くんはちゃんと朝のプールにやってきた。私が貸したデジカメを胸に下げて。 

　スタートの練習をするためプールから上がったばかりの私は、水着から塩素の匂いと水滴と一緒に、とまどいを振り落とした。 

　夏休みの学校は静かだ。まだ早いので、部活のために通学してきた生徒の数もまだ少ない。小鳥の声がさわやかに響き、きりりとした風がプールの水面をさわやかに吹きすぎていく。 

　朝日に照らされて立つ榎本くんは、制服の白いシャツがさわやかに輝いていた。 

　私はキュッと唇を噛（か）んで榎本くんと向かいあった。 

　――お礼を言うのよっ。私っ！ 

　「榎本くんっ！」 

　「は、はいっ!!」 

　榎本くんは苦手な教科の先生に呼び出された生徒のようにかしこまった。 

　「き、昨日は、あ、ありがとうねっ」 

　言葉につまりながらお礼を言うと、顔が火が吹きそうに熱くなった。私はふんとそっぽを向く。 

　「い、いやその、僕は別に何も。百合園さんが起きるのを待ってただけで」 

　「そうよね。それぐらいのことは当然よっ！」 

　彼は苦笑して、ポリポリと頭を掻（か）いている。 

　「写真は撮らないで。気が散るから。みんなが来るまであと少しだから、思い切り泳ぎたいの」 

　「百合園さん。一度休んだほうがいいんじゃないですか？　だいぶ泳いでるんでしょ。鳥肌がたってるし、息が上がってますよ」 

　「違うわよっ。今、来たばっかりよっ！　文句ある!?」 

　私は榎本くんに食ってかかった。 

　才能は少しでいい。あとは努力でなんとかなる。私は水泳の才能があった。だから、練習の日は誰よりも早く練習に来て、軽くランニングとストレッチをし、一分でも一秒でも長く泳ぐ。水泳部の一年エースの肩書きは、そうした努力の積み重ねによるものだ。 

　「文句ないです。はい」 

　水滴を散らしながら怒る私を見て、榎本くんは困ったな、という表情で頭を掻く。 

　「あっ。薫、もう来てるんだ」 

　「榎本くんもいるんだ」 

　入口で先輩の声が響いた。制服のままの先輩と仲間たちが立っている。彼女らは一様に不安そうな表情を浮かべながら、私と榎本くんを見比べている。なんだか妙な雰囲気だ。 

　「先輩、どうしたんですか？　何かあったんですか？」 

　「それがね。どう説明したらいいのか……。ちょっと見て欲しいことがあるのよ」 

　「どうする？　榎本くんにも来て貰おうか？」 

　「そうね。榎本くんかもしれないしね」 

　私と榎本くんは、二人して顔を見合わせた。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　「うーん」 

　更衣室で、ベンチの上に置かれたノートパソコンの画面を見ながら、私はうなり声をあげていた。 

　このパソコンは先輩の私有物だ。ネットサーフィンをしていて、偶然に見付けたホームページだという。 

　液晶画面に、水着の女の子たちが映っていた。顔が切れている画像や、太ももだけしか映っていない画像、ピンぼけのものもあれば、手だけが大写しされているものもあった。顔がはっきり写っている画像はないが、それが逆にいかがわしい雰囲気を演出しているようだった。 

　「これ、うちの部ですよね？」 

　「そうだと思うの。この水着なんか私のと同じだし……」 

　「盗撮、かなぁ」 

　「失敗作ばっかりって感じですね。盗撮ならもっと、アングルを工夫するんじゃないですか？」 

　「誰がやってるんだと思う？」 

　「同好会の連中でしょ。学校で売りさばけないのをこっちに展示してるのかも」 

　皆が怖い顔をして、口々に話す。 

　女子更衣室の匂いと、先輩や同輩たちのぴりぴりした雰囲気に圧倒され、ずっと黙り込んでいた榎本くんが、おそるおそるという感じで言った。 

　「えっと、そのう……僕も同好会だと思います」 

　「私もそうだと思います」 

　私もすかさず同意した。連中のカメラは水を掛けてだいなしにしてやったが、画像が残っていた可能性はある。 

　「それがね。ちょっと深刻なのよね。榎本くんは見ないでちょうだいね」 

　先輩は、ノートパソコンを私のほうへ回す。先輩がマウスを二度ほどクリックすると、幾つものちいさな窓に分割された画面が現れた。 

　「きゃあっ！」 

　私はびっくりして両手で口を覆ってしまった。すべての窓に、肌色のものが映っている。下着姿で制服に着替えている最中の写真ばかりだ。どれもこれも、お腹のあたりが映っている。 

　恥ずかしくて直視できないが、私たちの着替えを撮ったものらしい。ボケたり切れてたりしてちゃんと映っていないのだが、逆にそれがリアルだった。 

　「更衣室で盗撮ですか？」 

　部員の皆は、酸っぱいものを食べたような顔をしている。私もきっと同じ表情をしていることだろう。 

　下着の着替えはシャワールームでするのが、女子水泳部のローカルルールだ。そのため下着姿や水着姿で更衣室をうろつくことはあっても、全裸になることはありえない。 

　だが、下着写真だからいいというものではない。着替えているところを写真に撮られた。それは、身体が震えるほどの屈辱だった。 

　「で、でも、大丈夫ですよ。このＵＲＬ、リリィネットになってますから削除できます。アップした人間の個人情報も割り出せますよ。顔は映ってないし、閲覧数少ないし。まだ間に合います」 

　「榎本くんじゃないわよね？」 

　先輩のひとりが言った。 

　――ええっ！　なんてことを言うのよっ!? 

　私は驚愕した。榎本くんは、人が良いのが取り柄のバカではないか。 

　「違いますよっ！　榎本くんがそんなことするわけないじゃないですかっ!?」 

　「でもね。百合園さん。プールフェンスの内側に堂々と入ってこれる男子生徒は、榎本くんだけなのよ」 

　「榎本くんなら、カメラを担いで更衣室の外に立っていても怪しまれないわけだし」 

　「フェンスの外から、更衣室の中を盗撮するのはムリだよ。フェンスの内側でなきゃ」 

　みなは、不信を露わにして榎本くんを見ている。榎本くんの下げているカメラが、先輩たちの仮説を肯定しているかのようにきらめく。 

　肝心の榎本くんは、否定も肯定もせず、考え込むようなそぶりをしながら漫然と立っている。 

　私はじりじりした。 

　――榎本くんっ。早く何とか言いなさいよっ！ 

　襟首をつかみあげて揺さぶってやろうとしたちょうどそのとき、彼がモゴモゴとつぶやいた。 

　「えっと、僕……プールにその……」 

　彼は私たちに向かっておじぎをし、だっと走り出した。更衣室のドアを乱雑に開けて外に出ると、バタバタと駆けていく。 

　「逃げたわっ！」 

　「やっぱり、犯人は榎本くんだったんだわっ」 

　「榎本くん。待ちなさいっ。説明してよっ!!」 

　「プールに行ったわ。みんな行こう」 

　先輩たちは彼を追って走り出す。 

　――榎本くん。どうして逃げるの？ 

　私も先輩たちと一緒になって、榎本くんを追いかけた。 

　「やっぱりいたわっ」 

　いちはやく更衣室を出た先輩が悲鳴のような声をあげた。 

　彼はプールサイドにいた。何かを探しているような様子で、塀の角を探っている。 

　彼は、フェンスと塀のつなぎ目に手を入れると、銀色の四角いものを取り出した。 

　「これですね」 

　私たちは言葉を失って黙り込んだ。 

　レンズのついたちゃちな機械だった。彼はハンカチを取り出すと、お弁当みたいに包みこんでしまった。 

　「それ……」 

　「ビデオモニターだと思います。撮った画像を送信する機械でしょう」 

　「だ、誰がそんなこと……榎本くんじゃないの？」 

　「僕じゃないですよ。あのアングルだとここだとしかないとあたりをつけただけですよ」 

　「榎本くんはデジカメを片手に、プールサイドを隅から隅まで歩き回っていたわ。だからモニターの場所がわかったのよ」 

　私は言った。 

　みなの間に、感心した気配が広がる。 

　「あっ。そうだわっ。更衣室にも仕掛けてあるかもっ」 

　「あっ、そうかっ！　そうよねっ!!」 

　先輩たちが一斉に走り出した。 

　女の子たちの着替え画像を見てない榎本くんだけがきょとんとしている。プールサイドには、私と榎本くんだけが残された。 

　私は棒立ちになっている榎本くんの背中をぽんと叩いた。 

　「だいじょうぶ。私はキミを信じてるよ」 

　「百合園さんにそう言って頂けるとうれしいですよ」 

　榎本くんは照れくさそうに笑った。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　更衣室に行くと、仲間たちがモニターを取り外したところだった。 

　ロッカーとロッカーのつなぎ目に、ねじ込むようにして入れてあったようだ。やり口が一緒なので、同一犯だろう。 

　先輩たちはみな、怖い顔をしている。 

　「やっぱり、同好会の連中かなぁ」 

　「どうする？　これ？　警察に突き出す？　さっき、百合園さん。犯人の住所がわかるって言ってたよね？」 

　「そこまでしなくっても、壊すだけでいいんじゃない？　ことを荒立てたくないわ」 

　「そうね。ヘタすりゃ、プール使用禁止よね」 

　「でも、お灸（きゅう）を据えてやらなきゃ気がすまないよ。でないとあいつらまたやるよ」 

　「じゃあ、僕が」 

　榎本くんは、ニヤリと笑うと、ひょいと機械を持ち上げた。 

　「すみません。シャワールームお借りしますね」 

　彼は、二つのモニターを持ってシャワールームに入りカーテンを閉めると、ゴソゴソと何かをしはじめた。 

　ジッパーを下げる音や、服を脱ぐ気配がしている。 

　――何をしているのかしら？ 

　みなは興味津々耳を澄ましている。やがて、シャワーの栓をひねる音が聞こえてきた。 

　――何？　まさか榎本くん。シャワーを浴びているの？ 

　カーテンが開き、ようやくのことで彼がでてきた。手の上に、雫を落とすモニターが二つ乗っている。シャワーの音はこれだったようだ。 

　「水を掛けたの？」 

　「はい。その前に、いたずらをしてやりました」 

　「何をしたの？」 

　「えっと、その……」 

　彼は照れくさそうに身体をすくめた。口ごもるところがあやしく思え、私は榎本くんに詰め寄った。 

　「なによっ！　言いなさいっ」 

　「そうよ。やましいところがないんだったら、何をやったのか言ったほうがいいと思うわ」 

　「うん。私も聞きたいっ」 

　私だけではなく、先輩たちにも詰め寄られた榎本くんは、恥ずかしそうに視線をさまよわせながら言った。 

　「僕の脇毛と尻の穴を映してやりました。とどめにスネ毛を」 

　「あははっ。すごい！　榎本くんってすごいわっ」 

　私は笑った。盗撮犯は、突如モニターに大写しになったヘアに息を飲んだことだろう。 

　わくわくと胸を弾ませていたら、次に現れたのはお尻の穴だ。誤解して悶絶したのか、あるいは気色悪さに鳥肌を立ててのか知らないが、スネ毛が映った段階でこれが男の子のものだとわかっただろう。 

　どんな反応をしたのかと思うと、笑いすぎて涙が出るほどおかしい。 

　「ははっ、はははっ。ザマミロだね」 

　「すごいよっ。榎本くんっ。キミってすごいっ」 

　皆は榎本くんをバンバン叩きながら笑い転げた。榎本くんも笑っている。私も笑った。お腹がひきつれるほど笑った。 

　私たちは、女の子たちの体臭が籠（こ）もる更衣室で、榎本くんを囲んで笑い合っていた。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　私は『諸星学園女子水泳部にようこそ』という文字が踊るホームページを観ながら、現れる写真にため息をついていた。 

　――いい写真ばっかりだわ。 

　クロールをする先輩が、真剣な表情で水を掻（か）く様子。放射状に散ったしぶきが青い宝石みたいに見える。 

　プールから上がり、ほっと息を吐いたときの表情。 

　胸から下げた笛を吹き、一生懸命に指導しているコーチの姿。 

　榎本くんの写真は決してうまくはなかった。特別な技術があるわけでもなく、素人の写真にすぎない。なのに、ホームページには部員の皆の自然な笑顔が弾けていて、観る人が見とれずにはいられないできばえになっていた。 

　おしつけがましくない雰囲気を持った彼だからこそ撮れる、目線の優しい、やわらかい写真だった。 

　私の写真も一枚だけだがちゃんとあった。水着姿でプールに飛び込む寸前の姿が、真剣な表情とともに写し取られている。 

　私のホームページに載せる写真も、もうすぐできると聞いている。 

　――きっといい写真になるんでしょうね。 

　そう思う一方で、ホームページなんかできないほうがいいのに、と思う私がいる。 

　――おかしいなぁ。こういうのって、私の楽しみだったはずなのに。 

　私はパソコンの横に置いてあったソフトカバーの本を開き、膝の上に乗せてぱらぱらとめくった。 

　――この本も早く返してあげないと。 

　――なんでこんなにあいつのことが気になるのかな。榎本くんって、存在感皆無だし、ハンサムでもなければ、勉強やスポーツができるわけでもないのにね。 

　――違うわ。存在感が無いんじゃなくて、他人を警戒させないタイプなんだわ。 

　――バカバカッ。私のバカッ！　榎本くんのことばっかり考えて、どうするって言うのっ!? 

　「はーっ」 

　ため息が出た。 

　本を返す。榎本くんから私の写真を受け取る。合成写真を榎本くんに返す。 

　たったのそれだけで、榎本くんとの主従関係は終わりになる。同級生でしかない関係に戻ってしまう。 

　――嫌だ。私、榎本くんとお別れしたくない。 

　私は本を持つと、バッグを下げて部屋を出た。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　「どうぞ。百合園さん。麦茶です」 

　榎本くんは突然訪ねてきた私を見て、少しびっくりした顔をしたものの、何も聞かずに部屋にあげてくれた。 

　生活感にあふれた木造二階建てのおうちで、榎本くんの部屋は二階の南向きの部屋だった。男の子の部屋という雰囲気で、いいかんじに散らかっていて、榎本くんの匂いがした。 

　私は、どきどきが顔に出ないように、表情をつくろってから麦茶をいただく。冷房はないのだが、風の通りのいい部屋で、ずっとこの部屋にいたいと思ってしまうような、なごめる雰囲気があった。 

　「ありがとう。私の好きなもの、良く知ってるのね」 

　「百合園さん。前に私は太りやすいタチだから、ジュースは飲まないんだって言ってましたから」 

　「えっ。そんなこと言ったっけ？」 

　「はい。貧血を起こしたときです」 

　榎本くんは相変わらずだ。私に丁寧語を使い、かしこまっている。 

　「これを返しに来たの」 

　私は榎本くんが忘れて帰った課題図書を差し出した。 

　「あっ。この本、無くしたと思ってたんだっ！　ありがとうございますっ!!　これで宿題ができますよ。あ、そうだっ。百合園さん。ちょうどいいや。写真、見てください。整理ができたんで、そろそろ渡さなきゃって思ってたんです」 

　私は榎本くんが差し出してくれたデジカメを受け取った。メモリーに記録されている写真を液晶画面に表示して順繰りに見ていく。 

　唇を尖らせてムスッとした表情をしている私、水着のままで後ろ手に髪を掻き上げ、身体をひねっている私、大口を開けて笑っている私、いろいろな私が現れる。 

　――すごいな。榎本くんって。どうしてこんな写真が撮れちゃうの？ 

　デジカメのなかには、『学園のアイドル』百合園薫はいなかった。ポーズを取り、陶酔している私ではない、ごく自然な私の姿が映っている。 

　――そうなんだぁ。榎本くんには、私はこんな風に見えるのね。 

　それは演技ではない素の自分。学園の皆には絶対見せない本当の私。子供みたいな表情を浮かべてはしゃいでいる本当の百合園薫。 

　「これなんかすごく奇麗に撮れてますよ。橘美梨とやっぱり似てるな」 

　「当然よ。私の母親だもの」 

　「へえ、そうなんですか？　すごいなぁ。そりゃあ百合園さん、奇麗なはずだよなぁ」 

　私はぽかんと口をあけたままで固まった。こういう反応が来るとは、思ってもいなかった。 

　「驚かないの？」 

　「うすうす想像してましたから。橘美梨も、すごい努力家で稽古好きだって、どっかで読んだんですよ。百合園さんの練習熱心は、橘美梨に似たんですね」 

　母と似ていると言われるたびに反発していた私なのに、榎本くんの言葉はするすると私のなかに染みていく。 

　ふいに胸の奥が熱くなった。 

　熱い何かは私の気持ちを揺さぶって、胸の奥に隠して置いたはずの愚痴と弱気がぽろぽろ零れる。 

　「お母さんね。私は女優に向かないって言うのよ。ひどいよね」 

　「ああ、なるほどね。そうかもしれないですね。百合園さん。学園のアイドルのフリ、ヘタですよね。そうとうムリしてるんじゃないですか？」 

　「ど、どうしてそう思うのよ？」 

　「カメラのせいです。僕もはじめは、百合園さんって完璧な人だって思ってたんです。ですが、カメラのフェンダーを通すと、違うものが見えてきたんです」 

　何が見えてきたのよ？　とは聞かなかった。私の膝の上に乗っているデジカメが、榎本くんが見ている私の姿を映している。 

　「でも、ひどいわよ。私、母に、女優の才能、カケラもないって言われたのよ」 

　「百合園さん、別に女優になりたいわけじゃないでしょう？」 

　「そ、そうかな？」 

　「百合園さんだったら、ほんとうに女優になりたいときは行動すると思うから」 

　その通りだった。 

　私は自分でオーディションを受けたり、劇団に所属したりはしなかった。ただ、母親にそう言われ、ムキになってしまっただけだ。 

　「榎本くんってすごいのね……」 

　「すごいのはカメラですよ。僕はぜんぜんすごくありません」 

　珍しく饒舌（じょうぜつ）な榎本くんの言葉を聞いていると、喉の奥でつかえていたものが、すとんと落ちていくような気がした。 

　胸の奥がほんわかして、うまく言葉が出てこない。 

　「なんだか、榎本くんが言うと、なんでもなさそうに聞こえるわね」 

　榎本くんは、顔を赤くしてうつむいている。 

　照れている顔がかわいくて、なぜだか妙にすてきに見えた。自然体なところも格好良く思えてしまう。 

　――榎本くんってすごいなぁ……。こんなにフツーになれないよ。なんかちょっと悔しいな。 

　私はまるでハリネズミだ。負けん気と敵愾心（てきがいしん）に凝り固まり、全身に針を立てて威嚇している小さな生き物。 

　榎本くんは、針の下の私の素顔を見付けてくれた。 

　「これ、あげる」 

　私はカバンから、クリアフォルダーを取り出し、画像を裏に返して畳の上に置いた。メイド服の女の子に、顔のところだけすげ替えた合成写真だ。 

　「画像は消したから安心して」 

　「えっ。それって、つまり」 

　「デジカメも返してもらったし、ちょうどいいでしょ」 

　「あ。そうか。そうですね」 

　あっさりした口調だが、彼がほんの一瞬、淋しそうな顔をしたように見えたのは、私の思い上がりなのだろうか。 

　――もう、もう、かわいいじゃないのぉっ！ 

　胸の奥がキュウッと疼いた。 

　「榎本くんは私の大事な何かなの」 

　まるで禅問答のような私の言葉に、榎本くんはきょとんとした顔をしている。 

　――鈍いなぁ。榎本くんって。まあいいか、榎本くんらしいよね。 

　両手のひらで挟んだ麦茶のグラスを転がしながら、どう言えばいいのか考える。言葉にすればウソくさくなりそうで、私は態度で示すことにした。 

　「榎本くん。ちょっと背中を向いてくれる？」 

　「こうですか？」 

　「ちょっと待っててね。いいって言うまでそのままよ。絶対に見ちゃダメよ」 

　私はカットソーの襟元から手を入れて、ブラジャーのカップのなかでＤカップの乳房を形づくっているパットをぺりぺりと剥がした。 

　榎本くんが、何の音だ？　というふうに、首をひねっている。 

　「私ね。榎本くんが私の秘密を見たんだって思ったのよね」 

　「は？」 

　「終業式の日、プールの裏手で逢ったでしょ？　榎本くんが風で飛ばされた由月さんのハンカチを拾いに来たときよ」 

　「ああ。そういえばそんなことがありましたよね」 

　「今、見せるね。私の秘密」 

　私はブラジャーのフロントホックを外し、カットソーを胸の上までめくりあげた。 

　汗の匂いが恥ずかしい。 

　「見てもいいよ？」 

　榎本くんは、ゆっくりとこちらを向いた。私は胸でクロスしていた腕を、おずおずと降ろす。 

　恥ずかしくて、上半身がＳの字にくねり、鎖骨の上でまつわっているカットソーに、ふわふわ髪が落ちかかる。 

　榎本くんは、えっ、とか、あっ、とか言うような声をあげ、ぽかんと口を開けた。視線が肌に突き刺さり、恥ずかしさのあまり背中がぴりぴりしてしまう。 

　「えへへ。上げ底なんだ」 

　私は笑った。私は今、あのデジカメの写真と同じ顔をしている。自分でもわかるぐらい、はにかんだ笑顔だった。 

　「かわいいですよ」 

　もしもここで大騒ぎをして、私のコンプレックスを刺激するような無神経な男だったら、私は榎本くんにデジカメを投げつけて、席を立ったことだろう。 

　だけど、榎本くんは驚かなかった。いや、驚いていたはずだが、驚きを顔に出さないようにがんばってくれた。それは半ば予期していたことだったけど、期待通りの反応に、私の針が消えていく。 

　大嫌いだった私の胸。 

　まったいらで、洗濯板みたいで、恥ずかしくてならなかった。 

　その胸をかわいいと言ってもらえて、うれしいような照れくさいような気持ちが、じわっとふくらむ。 

　私はそそくさとブラジャーのホックを填め、カットソーをめくり降ろして胸を隠した。 

　照れ隠しもあり、ツンと顎をあげて顔を逸らす。 

　「かわいいじゃないでしょっ。奇麗だって言いなさいっ!!」 

　榎本くんは、目を丸くして私を見つめている。さっきまでしおらしかったのに、いきなり怒りはじめたので、わけがわからないという顔つきだ。 

　「そ、その……えーと……えーと……」 

　困り果てて口ごもるところを見ていると、いじめてやりたくなってしまった。 

　――ああ、もう、かわいいなぁ。 

　「奇麗だって言いなさいっ！」 

　「はっ、はい！　もちろん、百合園さんは奇麗ですっ」 

　ツンツンと怒って見せながらも、顔がにまにましてしまう。榎本くんもつられて笑顔を浮かべた。私は榎本くんと顔を見合わせながら、まるでお見合いか何かのように、テレテレと笑っていた。 

 


〈ＥＮＤ〉






あとがき

　はじめまして。あるいはこんにちは。わかつきひかるです。 

　百合園薫は才色兼備完全無欠なお嬢様ですが、実は彼女には秘密がありました。胸が上げ底だったのです。 

　その秘密を同級生の少年に知られてしまったのですが、プライドの高い彼女は彼を下僕にすることを思いつきます。ですが、次第に彼に惹かれていき……。 

　これは、ジグザグノベルズというライトノベルシリーズのアンソロジーに掲載された短編小説です。 

　ジグザグノベルズを出していた版元は倒産し、この本は今ではもう古本屋でも手に入りません。 

　電子化にあたっては改稿し、タイトルも変えました。 

　誰の目にも触れなくなってしまった小説が、電子書籍として蘇り、読んで頂く機会を得るのは、作家にとってこの上ない喜びです。 

　それではまたいつか、どこかでお逢いしましょう。 
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  本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信することを禁止します。

  作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

  また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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